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今月の主な内容
●市の財政公表
●たむら ほっとニュース
●上大越小・下大越小閉校式　など

あぶくまの人・郷・夢を育むまち
- はつらつ高原都市 -

入学式が始まる前の教室で、先生の話に目を輝かす新入生（写真は常葉小学校）

● 発行／福島県田村市    ● 編集／市長公室　963-4393 福島県田村市船引町船引字馬場川原 20 番地　(0247-81-2117
　メール info@city.tamura.lg.jp　● 印刷／箭内印刷（田村市船引町）　たむら市政だよりは再生紙を使用しています

INFORMATION

平成２４年度 市文化センター自主文化事業

12／9

吉幾三コンサート

14:00 開演
18:00 開演　

昼・夜２回公演

心から　優しさを込めて・・・
～ With　All　My 　Heart ～

デビューから 40 周年を迎え、「雪国」「酒よ」「津軽平野」など、
数多くのヒット曲の熱唱と、軽快なトークを、ぜひこの機会に
ご堪能ください。

( 日 )

チケット発売
9 月 20 日

午前 9 時～
S 席 5,000 円
Ａ席 4,000 円

※主催者・出演者の都合により内容など、その他一部変更になる場合もありますので、あらかじめご了承ください。
※入場券チケットの販売は、市文化センター（船引公民館）事務室窓口がメインとなります。
※重度心身障がい者（児）のかたは、市民に限り割引制度があります。
※発売開始前の入場券チケットおよび整理券の予約・販売は一切できません。
※未就学のお子様のご入場は、ご遠慮ください。
※事業ごとに市政だよりやお知らせ版で随時お知らせします。また、ホームページからも閲覧できます。

7／29
(日 )

15:00 開演　

１回公演

仙台フィルハーモニー管弦楽団
特別演奏会

プログラム
ヴェルディ：歌劇「アイーダ」より 凱旋行進曲とバレエ音楽 
エルガー：行進曲「威風堂々」第１番 
ドヴォルザーク：交響曲第９番 ホ短調 作品 95 「新世界より」 ほか

チケット発売
5 月 30 日

S 席 4,000 円
Ａ席 3,000 円
※高校生以下は 1,500 円

●問い合わせ　文化センター　℡ 82-5030

田村市文化センター開館 20 周年記念事業

田村市文化センター開館 20 周年記念事業

午前 9 時～
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用
語
解
説

財 政 公 表
平成２４年度 一般会計歳入 

２３３億６千万円 24
年
度
は
除
染
対
策
を
進
め
ま
す

市
で
は
年
２
回
、
財
政
状
況
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
平
成
24
年
度
各
会
計
の
当
初
予
算
と
、
平
成
23
年
度
各
会
計
の
予
算
の
執
行
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
一
般
会
計
と
特
別
会
計
】

　
地
方
公
共
団
体
の
会
計
に
は
、
一

般
会
計
と
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
は
、
福
祉
や
教
育
、
土

木
な
ど
市
の
行
政
運
営
の
う
ち
、
一

般
的
な
事
業
の
経
費
を
経
理
す
る
会

計
で
す
。
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事

業
を
行
う
た
め
に
、
特
定
の
歳
入
・

歳
出
を
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理

す
る
会
計
で
す
。

【
歳
入
】

　
地
方
公
共
団
体
が
、
そ
の
仕
事
を

行
う
た
め
に
必
要
な
経
費
を
ま
か
な

う
も
の
が
収
入
で
、
そ
の
団
体
の
会

計
年
度
に
お
け
る
一
切
の
収
入
を
歳

入
と
い
い
ま
す
。

■
自
主
財
源
…
市
税
や
使
用
料
、
手

　
数
料
な
ど
市
が
自
主
的
に
収
入
で

　
き
る
お
金
で
す
。

■
依
存
財
源
…
地
方
交
付
税
や
国
・

　
県
支
出
金
、
市
債
な
ど
、
国
や
県

　
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

■
市
税
…
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
納

　
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

■
地
方
譲
与
税
…
自
動
車
重
量
税
な           

　
ど
の
国
税
の
一
部
が
譲
与
さ
れ
る

　
お
金
で
す
。

■
地
方
消
費
税
交
付
金
…
地
方
消
費
税

　
の
一
部
が
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

■
地
方
交
付
税
…
市
の
財
政
力
に
応

　
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

■
国
庫
・
県
支
出
金
…
特
定
の
使
途

　
の
た
め
に
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ

　
る
お
金
で
す
。

■
繰
入
金
…
一
般
会
計
、特
別
会
計
、

　
基
金(

市
の
預
金)

等
の
会
計
間

　
で
移
動
す
る
お
金
で
す
。

■
諸
収
入
…
市
の
預
金
の
利
子
や
貸
付

　
金
の
元
利
収
入
な
ど
の
お
金
で
す
。

■
市
債
…
市
の
事
業
や
国
の
施
策
に

　
よ
り
発
行
し
た
借
入
金
で
す
。

※１
自主財源その他は
分担金及び負担金、財産収入、
寄付金、繰越金です。

※2
依存財源その他は
利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、
自動車取得税交付金、
国有提供施設等所在市町村助成交
付金、地方特例交付金、
交通安全対策特別交付金です。

    市税
30 億 2,422 万円
(12.9%)

繰入金
11 億 5,058 万円
(4.9%)

使用料及び手数料
2 億 5,780 万円
(1.1%)

諸収入
2 億 4,961 万円
(1.1%)

自主財源その他 ※１

4 億 2,288 万円
(1.8%)

地方交付税
92 億 1,200 万円

(39.4%)

依存財源その他 ※2

     7,700 万円 (0.3%)
地方消費税交付金
3 億 4,370 万円 (1.5%)

地方譲与税
2 億 8,130 万円 (1.2%)

県支出金
29 億 8,760 万円
(12.9%)

国庫支出金
22 億 221 万円
(9.4%)

 市債
31 億5,110 万円

(13.5%)

市税負担の状況は？
　　　　　●一人当たり市税負担

　　　　　　　74,168 円

　　　　　   ●一世帯当たり市税負担
                             244,777 円

　　※市税負担 ( ※ 4)・行政経費 ( ※ 5) の算出は…。 
　　　　　　各当初予算額÷人口及び世帯数
　　　　　　人口 40,775 人　世帯　12,355 世帯
　　　( 平成 24 年 4 月 1 日現在）※住民基本台帳

※4

特 別 会 計 予 算
会　計　名 当 初 予 算 額 対前年増減率

国 民 健 康 保 険 47 億 7,700 万円 ▲ 2.8%
介 護 保 険 34 億 2,120 万円 ▲ 0.3%
後 期 高 齢 者 医 療 3 億 1,070 万円 ▲ 6.2%
滝 根 町 観 光 事 業 4 億 7,000 万円 ▲ 29.2%
農業集落排水事業 2,670 万円 3.5%
宅 地 造 成 事 業 9,680 万円 ▲ 50.9%
公 共 下 水 道 事 業 9 億 470 万円 ▲ 12.4%
授 産 場 事 業 6,540 万円 ▲ 3.4%
診 療 所 事 業 2 億 1,340 万円 ▲ 4.8%
田村地方介護認定審査会 2,460 万円 ▲ 0.4%
合 　 　 　 計 103 億 1,050 万円 ▲ 5.5%

水道事業会計予算
区　　　分 当 初 予 算 額 対前年増減率

収 益 的 収 入 5 億 7,591 万円 2.0%
収 益 的 支 出 5 億 7,591 万円 2.0%
資 本 的 収 入 3 億 5,469 万円 ▲ 25.5%
資 本 的 支 出 5 億 5,188 万円 ▲ 21.3%

平成２４年度 一般会計歳出 
２３３億６千万円

【
歳
出
】

　

上
の
円
グ
ラ
フ
で
は
、
市
が
行
う

事
業
に
必
要
な
経
費
を
目
的
別
に
分

類
し
て
い
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

水
準
や
行
政
上
の
特
色
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
議
会
費
…
議
会
運
営
の
た
め
の
経

　
費
で
す
。

■
総
務
費
…
庁
舎
な
ど
の
維
持
管
理

　
や
行
政
全
般
の
事
務
に
使
わ
れ
る

　
経
費
で
す
。

■
民
生
費
…
高
齢
者
や
障
が
い
者
、

　
子
育
て
支
援
、
生
活
保
護
な
ど
の

　
た
め
に
使
わ
れ
る
経
費
で
す
。

■
衛
生
費
…
各
種
健
診
や
予
防
接
種
、

　
ご
み
処
理
、
ご
み
減
量
化
の
推
進
な

　
ど
に
使
わ
れ
る
経
費
で
す
。

■
労
働
費
…
雇
用
の
確
保
や
勤
労
者

　
の
支
援
に
使
わ
れ
る
経
費
で
す
。

■
農
林
水
産
業
費
…
農
林
業
の
振
興

　
や
農
林
道
の
整
備
、
土
地
改
良
事

　
業
な
ど
に
使
わ
れ
る
経
費
で
す
。

■
商
工
費
…
商
業
の
振
興
や
商
工
業

　
金
融
対
策
、
観
光
振
興
な
ど
に
使

　
わ
れ
る
経
費
で
す
。

■
土
木
費
…
道
路
の
整
備
や
維
持
補

　
修
、
河
川
の
整
備
、
都
市
計
画
、

　
市
営
住
宅
管
理
な
ど
に
使
わ
れ
る

　
経
費
で
す
。

■
消
防
費
…
広
域
消
防
組
合
負
担
金

　
や
消
防
団
運
営
、
消
防
施
設
の
整

　
備
、
災
害
対
策
な
ど
に
使
わ
れ
る

　
経
費
で
す
。

■
教
育
費
…
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校 

　
な
ど
の
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の 

　
振
興
な
ど
に
使
わ
れ
る
経
費
で
す
。

■
災
害
復
旧
費
…
被
災
し
た
公
共
施

　
設
を
復
旧
す
る
経
費
で
す
。

■
公
債
費
…
学
校
や
道
路
な
ど
、
た

　
く
さ
ん
の
費
用
が
か
か
る
も
の
は

　
借
り
入
れ
を
し
て
建
設
を
行
い
ま

　
す
が
、
こ
の
借
入
金
（
市
債
）
を

　
返
済
し
て
い
く
た
め
に
使
わ
れ
る

　
経
費
で
す
。

■
諸
支
出
金
…
他
の
支
出
科
目
に
含

　
ま
れ
な
い
経
費
を
ま
と
め
た
科
目

　
で
す
。
各
種
基
金
へ
の
積
立
金
な

　
ど
が
あ
り
ま
す
。

総務費
21億 2,394 万円
(9.1%)

民生費
47億 4,020 万円
(20.3%)

衛生費
40 億5,308 万円
(17.4%)

農林水産業費
6 億1,389 万円
(2.6%)

土木費
29 億 4,663 万円
(12.6%)

消防費
16 億 4,044 万円
(7.0%)

教育費
25億 7,872 万円
(11.0%)

公債費
28 億 2,452 万円
(12.1%)

議会費
2億 2,704 万円
(1.0%)

その他※3

1 億 338 万円
(0.4%)

商工費
4 億1,407 万円 (1.8%) ※3

その他は
諸支出金、
予備費です。

※収益的収支：水道水をつくるために必要な経費と水道料金などの収入
　資本的収支：水道施設の建設などに必要な経費とその財源

市民１人あたりの行政経費は？
議 会 費 総 務 費 民 生 費 衛 生 費 労 働 費 農林水産業費 商 工 費

5,568 円 52,089 円 116,253 円 99,401 円 4,972 円 15,056 円 10,155 円
土 木 費 消 防 費 教 育 費 災害復旧費 公 債 費 そ の 他 合　  計

72,266 円 40,231 円 63,243 円 21,860 円 69,271 円 2,535 円 572,900 円

※5

　
平
成
24
年
度
予
算
の
編
成
に

あ
た
っ
て
は
、
震
災
お
よ
び
原

発
事
故
に
伴
う
被
災
者
支
援
を

は
じ
め
、
除
染
や
風
評
被
害
対

策
な
ど
の
復
旧
・
復
興
に
向
け

た
施
策
を
最
優
先
と
し
た
予
算

編
成
に
努
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
行
政
と
住
民
と
の
役

割
分
担
の
見
直
し
と
地
方
分
権

や
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る

真
の
住
民
自
治
を
目
指
し
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
本
庁
舎
の
建
設
を

は
じ
め
、
防
災
行
政
無
線
の
改

修
、
道
路
網
や
教
育
施
設
の
整

備
、
幼
稚
園
、
保
育
所
の
保
育

料
無
料
化
お
よ
び
中
学
生
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
少
子
化
対
策
を
推

進
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額

は
、
２
３
３
億
６
千
万
円

と
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ

26
億
６
千
万
円
、
12
・
９
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

整
備
が
完
了
す
る
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
ほ
か
、
継
続
事
業
の

斎
場
建
設
費
が
減
額
と
な
る
一

方
で
、
震
災
や
原
発
災
害
に
伴

う
除
染
対
策
を
は
じ
め
、
災
害

廃
棄
物
処
理
、
教
育
施
設
な
ど

の
過
年
災
害
復
旧
や
耐
震
改

修
、
防
災
行
政
無
線
整
備
や
道

路
改
良
な
ど
が
増
額
と
な
っ
た

た
め
で
す
。

　
一
方
、
10
の
特
別
会
計
の
総

額
は
１
０
３
億
１
千
５
０
万
円

で
、
前
年
度
比
５・
５
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
道
事
業
会
計
は
、
収
益

的
支
出
が
５
億
７
千
５
９
１
万

円
（
前
年
度
比
２・
０
％

増
）、
資
本
的
支
出
が

５
億
５
千
１
８
８
万
円
（
同

21
・
３
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

災害復旧費
８億 9,136 万円
(3.8%)

依存財源
182 億 5,491 万円

(78.2％)

自主財源
   51億509 万円

(21.8％)

労働費
2 億273 万円
   (0.9%)
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平成２３年度  予算の執行状況
財
政

公
表

　
地
域
を
活
か
す
産
業
の
振
興

●
農
林
地
除
染
対
策
費

　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
規
）

　
15
億
８
千
万
円

●
緊
急
経
済
雇
用
対
策
事
業

　

   

１
億
９
千
３
３
９
万
円

●
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

　
　
７
千
５
３
６
万
円

●
中
小
企
業
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
千
４
０
８
万
円

●
企
業
誘
致
対
策
事
業

                　
　
　
　

  

３
千
６
０
０
万
円

　
健
康
づ
く
り
と
福
祉
の
充
実

●
乳
幼
児
・
児
童
医
療
費
助
成
事
業

　
１
億
５
千
５
０
７
万
円

●
予
防
接
種
事
業

　
１
億
３
４
９
万
円

●
保
育
所
・
幼
稚
園
無
料
化
に
要
す
る
経
費

　
１
億
３
千
４
８
万
円

●
健
康
診
査
・
訪
問
指
導
事
業　
　
　
　
　

　
７
千
１
１
８
万
円

●
放
射
線
対
策
健
康
管
理
事
業
（
新
規
）

　
６
千
６
９
３
万
円

●
妊
産
婦
医
療
費
助
成
事
業　
　
　
　
　
　

　
３
千
９
８
０
万
円

　
未
来
を
担
う
ひ
と
づ
く
り

●
高
校
生
ア
メ
リ
カ
留
学
支
援
事
業

　
２
５
２
万
円

●
田
村
っ
子
の
元
気
を
支
援
す
る
事
業　
　

（
新
規
）　　

２
千
３
０
０
万
円

●
学
習
指
導
要
領
改
訂
支
援
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
千
２
１
６
万
円

●
学
校
施
設
災
害
復
旧
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
６
億
８
千
３
０
０
万
円

●
社
会
体
育
施
設
災
害
復
旧
事
業

　
　
２
億
８
２
０
万
円

　
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備

●
除
染
対
策
費
（
新
規
）

　
２
億
６
千
４
７
８
万
円

●
災
害
廃
棄
物
処
理
費
（
新
規
）　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
２
億
６
千
８
５
０
万
円

●
道
路
改
良
舗
装
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
17
億
２
千
１
２
０
万
円

●
防
災
行
政
無
線
改
修
・
維
持
管
理
費

　
　
　
　
（
新
規
）　
５
億
９
千
９
５
７
万
円

●
ご
み
袋
・
塵
芥
収
集
運
搬
等
業
務　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
１
千
４
５
２
万
円

●
消
防
団
活
動
等
運
営
事
業

　
１
億
２
千
２
３
万
円

●
公
共
下
水
道
整
備
事
業
（
特
別
会
計
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
億
４
７
０
万
円

　　
市
民
参
加
の
郷
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

●
広
報
発
行
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
１
６
万
円

●
地
域
審
議
会
運
営
経
費　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
３
７
万
円

　

行
財
政
改
革
の
推
進

●
本
庁
舎
建
設
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
千
８
８
８
万
円

　

●
基
幹
シ
ス
テ
ム
管
理
運
営
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
千
４
７
１
万
円

●
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
運
営
事
業　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
８
９
０
万
円

●
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
の
推
進

　

地
域
振
興
基
金
事
業

滝
根
地
域　
　
　
　
　
　
２
千
５
９
８
万
円

　
●
元
気
な
た
む
ら
復
興
支
援
事
業

　
●
図
書
館
視
聴
覚
及
び
図
書
整
備
事
業

　
●
農
業
用
用
排
水
路
整
備
事
業

大
越
地
域　
　
　
　
　
　
　
　
８
５
１
万
円

　
●
元
気
な
た
む
ら
復
興
支
援
事
業

　
●
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

　
●
鬼
の
里
納
涼
夏
祭
り
助
成
事
業

都
路
地
域　
　
　
　
　
　
　
　
３
２
３
万
円

　
●
元
気
な
た
む
ら
復
興
支
援
事
業

　
●
花
い
っ
ぱ
い
運
動
事
業

　
●
地
域
づ
く
り
事
業

常
葉
地
域　
　
　
　
　
　
　
　
７
６
２
万
円

　
●
元
気
な
た
む
ら
復
興
支
援
事
業

　
●
地
域
環
境
整
備
事
業

　
●
地
域
サ
ポ
ー
ト
助
成
事
業

船
引
地
域　
　
　
　
　
　
　
４
千
８
６
万
円

　
●
元
気
な
た
む
ら
復
興
支
援
事
業

　
●
防
犯
灯
更
新
・
修
繕
工
事

　
●
地
域
づ
く
り
事
業

平
成
24
年
度
当
初
予
算
の
主
な
内
容

平成 24 年 12 月ごろから本庁舎建設工事に着手し、
平成 26 年 12 月の完成を目指します。

その他

市債

諸収入

繰入金

県支出金

国庫支出金

使用料及び
手数料

地方交付税

地方消費税
交付金

地方譲与税

市税

その他

公債費

災害
復旧費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水
産業費

衛生費

民生費

総務費

議会費

市有財産の状況

財
政

公
表

特別会計予算の執行状況
会　計　名 予 算 現 額 収 入 済 額 収入率 支 出 済 額 支出率

国民健康保険 51億 7,152万円 45億 2,232万円 87.4% 44億 331万円 85.1%

介 護 保 険 34億 989万円 32億 4,707万円 95.2% 30億 4,278万円 89.2%

後期高齢者医療 3億 820万円 2億 9,976万円 97.3% 3億 133万円 97.8%

滝根町観光事業 4億 7,675万円 4億 8,497万円 101.7% 4億 2,244万円 88.6%

農業集落排水事業 6,304万円 2,674万円 42.4% 6,131万円 97.3%

宅地造成事業 1億 9,730万円 1億 7,486万円 88.6% 1億 9,370万円 98.1%

公共下水道事業 8億 9,467万円 4億 7,989万円 53.6% 7億 7500万円 86.6%

授 産 場 事 業 6,529万円 6,352万円 97.3% 5,931万円 90.8%

診 療 所 事 業 2億 398万円 2億 549万円 100.7% 1億 8,377万円 90.1%

田村地方介護認定審査会 2,330万円 2,364万円 101.5% 2,197万円 94.3%

合 　 　 計 108億 1,394万 95億 2,826万円 88.1% 94億 6,492万円 87.5%

水道事業会計予算の執行状況
区　　　分 予 算 現 額 収 入 済 額 収入率 支 出 済 額 支出率

収益的収入 5億 7,119万円 5億 5,369万円 96.9% － －

収益的支出 5億 7,119万円 － － 5億 5,313万円 96.8%

資本的収入 4億 6,382万円 3億 3,821万円 72.9% － －

資本的支出 7億   641万円 － － 6億 9,713万円 98.7%

区分
23. 9.30
現　在

下半期
増減高

現在高

行
政
財
産

土地 2,735,166 0 2,735,166

建物 276,215 1,900 278,115

普
通
財
産

土地 7,433,804 ▲532 7,433,272

建物 31,163 ▲ 1,813 29,350

有価
証券

41,015 0 41,015

出資
による
権利

125,887 0 125,887

基金 6,615,008 599,685 7,214,693

【問い合わせ】
総務部 財政課 財政係
(８１－２１１８

歳 入歳 出 上段：予算額
下段：収入済額（収入率）

上段：予算額
下段：支出済額（支出率）

102 億 1,140 万円
116 億 1,434 万円 (113.7%)
2 億 4,897 万円
2 億 3,149 万円 (93.0%)

26 億 9,995 万円
16 億 5,328 万円 (61.2%)

1 億 501 万円
    9,938 万円 (94.6%)
4 億 3,136 万円
3 億   792 万円 (71.4%)

38 億 1,650 万円
          170 万円 (0.0%)

8 億 6,405 万円
8 億 8,317 万円 (102.2%)

50 億 6,099 万円
47 億 4,388 万円 (93.7%)

24 億 6,889 万円
16 億 2,878 万円 (66.0%)

6 億 8,502 万円
5 億   353 万円 (73.5%)
4 億 5,520 万円
3 億 5,431 万円 (77.8%)

30 億 1,845 万円
20 億 5,260 万円 (68.0%)

12 億 1,068 万円
11 億 4,855 万円 (94.9%)

29 億 4,119 万円
26 億 4,384 万円 (89.9%)

26 億 9,355 万円
22 億 1,634 万円 (82.3%)

13 億 5,933 万円
11 億 1,691 万円 (82.2%)

32 億 6,230 万円
31 億 4,354 万円 (96.4%)
2 億 7,370 万円
2 億 7,825 万円 (101.7%)
3 億 4,270 万円
3 億 4,406 万円 (100.4%)

2 億 5,255 万円
2 億 5,110 万円 (99.4%)

24 億 6,443 万円
21 億 9,097 万円 (88.9%)

※その他は、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、自動車取得税交付金、国有提供施設等所在市町村助成交付金、地方特例交付金、交通安全対策特
　別交付金、分担金及び負担金、財産収入、寄付金、繰越金です。

25 億 3,232 万円
12 億 6,181 万円 (49.8%)

21 億 7,798 万円
 9 億 8,198 万円 (45.1%)

 　
平
成
23
年
度
予
算
（
平
成
23

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
３

月
31
日
ま
で
）
の
執
行
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
で
は
歳
入
歳
出
予

算
総
額
２
４
７
億
８
千
８
２
６
万

円
の
う
ち
、
収
入
済
額

１
９
８
億
１
千
８
９
４
万
円
（
収

入
率
80
・
０
％
）、
支
出
済
額

１
９
８
億
３
千
２
７
９
万
円
（
支

出
率
80
・
０
％
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
な
ど

10
の
特
別
会
計
で
は
、
収
入
率

88
・
１
％
、
支
出
率
87
・
５
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
低
迷
が
続
く
景

気
の
影
響
な
ど
か
ら
、
地
方
財

政
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
、
本
市
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

行
財
政
改
革
を
引
き
続
き
進
め

る
と
と
も
に
財
源
の
確
保
と
経

費
の
節
減
に
な
お
一
層
努
め
、

合
併
の
効
果
を
最
大
限
に
発
揮

し
な
が
ら
今
後
も
未
来
に
夢
と

希
望
の
も
て
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
財
政
運
営
を
目
指
し
ま

す
。

　
な
お
、
最
終
的
な
決
算
状
況

は
、
議
会
で
の
決
算
審
査
を
経

た
あ
と
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（単位：土地と建物は㎡、その他は千円）

（H ２４．３．３１現在）
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　 田
村

・
ひ
と

・
さ
と

・
ゆ
め

05

た
む
ら 

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

　
　田村市滝根町子ども会連絡協議会は３月
１７日、集団夜警を行っている２つの子ども
会員４２人に記念品、小学校卒業の６年生９
人に感謝状を手渡しました。
　感謝状は、滝根町子ども会育成会連絡協議
会長と田村消防署滝根分署長、市消防団滝根
地区隊長の連名で贈られました。
　子ども会の集団夜警活動は少子化など厳し
い状況のなか、２６年間継続。
　子どもたちは保護者の協力のもと、地元で

「火の用心」を呼びかけています。

　田村市企業懇談会が３月１５
日、市内の企業を中心に約８０
人の参加で開かれました。京セラ
ミタの前会長　関浩二氏を講師
に迎え、「稲盛流経営術に学ぶ中
小企業の生き残り策とは」と題し
た講演が行われました。参加者は

「震災から一日も早い復興を目指
す」と誓いを新たにしていました。
　講演後は懇親会が開かれ、企業
間で積極的な情報交換が行われ
ました。

滝根町子ども会で感謝状を贈呈 震災復興を目指し「企業懇談会」

アグネスさんのミニコンサート
　アグネス・チャンさんのミニコ
ンサートが３月２４日、文化の舘
ときわで開かれました。
　アグネスさんは、ＮＨＫのＢＳ
番組「きらり！えん旅」収録の
ために田村市を訪れ、楽しいトー
クと美しい歌声のヒット曲を披
露しました。
　詰めかけた１６０人の観客は、
間近で見るステージに感動し、楽
しいひとときを過ごしました。
　

笹山婦人消防が「優良婦人消防隊」を受章
　
　笹山婦人消防協力隊が４月１１日、冨塚市
長に優良婦人消防隊の受章を報告しました。
　佐藤みち子前隊長と本田明美隊長、笹山区長、
要田副分団長、要田分団２部長が訪れました。
　表彰式は２月２３日、東京都港区の日本消
防会館で行われ、表彰旗と表彰状が授与され
ました。　
　笹山婦人消防協力隊は平成５年４月２日に
設立し、隊員数は１７人。要田地区の各戸を
訪問し防火査察を行っているほか、一人暮ら
しの家庭訪問を行うなど、日ごろの活動成果
が認められました。

　田村警察署移駐在所の開所式が４月１０
日、船引町上移字根岸の現地で行われました。
感謝状の贈呈やあいさつ、祝辞の後、関係者
がテープカットを行い、開所を祝いました。
　旧駐在所の老朽化に伴い、船引北部デイ
サービスセンター入口近くに約５１５㎡の用
地を確保し、木造平屋で新築移転されました。
　新しい駐在所は、従来より駐車スペースが
広くなり、トイレや授乳室が設けられたりす
るなど、地域の皆さんが利用しやすくなりま
した。

移駐在所が新しくなりました

　美山めだかの学校の閉校式が
３月５日、美山小学校のオープン
スペースで開かれました。
  児童を代表して大原千晴さんか
ら、お世話になった安全管理員に
感謝の言葉が読み上げられまし
た。 美山の参加児童は８１人。
　子どもたちは自主学習のほか、
折り紙やボール遊び、鬼ごっこな
どを楽しみ、自主性・社会性・思
いやりの心をはぐくみました。 　
　　

「美山めだかの学校」で閉校式
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任
児
童
厚
生
員
（
船
引
保
育
所

主
任
保
育
技
師
）
箭
内
友
子

●
介
護
福
祉
課

▼
主
幹
兼
障
害
福
祉
係
長
（
主

任
主
査
兼
障
害
福
祉
係
長
）
三

輪
錦
子
▼
主
任
主
査
兼
高
齢
福

祉
係
長
（
常
葉
行
政
局
産
業
建

設
課
主
任
主
査
）
渡
辺
裕
夫
▼

主
任
主
査
（
市
長
公
室
主
任
主

査
）佐
藤
清
二
▼
主
任
主
査（
常

葉
行
政
局
産
業
建
設
課
主
任
主

査
）渡
辺
隆
一
▼
主
任
主
査（
市

民
部
市
民
課
主
任
主
査
）
松
崎

勝
江
▼
主
事
（
新
採
用
）
大
倉

果
林
▼
老
人
憩
い
の
家
針
湯
荘

主
査
（
船
引
南
小
学
校
用
務

員
）
箭
内
初
子

【
産
業
部
】

●
農
林
課

▼
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
農
林
整

備
係
長
（
課
長
補
佐
兼
農
林
整

備
係
長
）山
口　
栄
▼
主
査（
商

工
観
光
課
主
査
）
三
輪
寿
雄
▼

主
事
（
新
採
用
）
白
岩
安
吾

●
商
工
観
光
課

▼
商
工
観
光
課
長
兼
農
村
活
性

化
セ
ン
タ
ー
所
長
（
常
葉
行
政

局
市
民
課
長
）
吉
田
典
良
▼
主

任
主
査
兼
観
光
係
長
（
都
路
行

政
局
産
業
建
設
課
主
任
主
査
兼

建
設
係
長
）
遠
藤
裕
和
▼
主
事

（
教
育
委
員
会
教
育
部
教
育
総

務
課
主
事
）
吉
田
元
香
▼
主
事

（
新
採
用
）
大
川
原
一
博
▼
主

幹
兼
あ
ぶ
く
ま
洞
管
理
事
務
所

長
兼
星
の
村
所
長
兼
星
の
村
ふ

れ
あ
い
館
長
兼
入
水
鍾
乳
洞
管

理
事
務
所
長
（
農
業
委
員
会
事

務
局
主
幹
）
橋
本
光
雄

【
建
設
部
】

●
建
設
課

▼
主
任
主
査
兼
管
理
係
長
（
常

葉
行
政
局
市
民
課
主
任
主
査
兼

市
民
係
長
）
浦
山
孝
司
▼
主
任

主
査
（
滝
根
行
政
局
産
業
建
設

課
主
任
主
査
）
鈴
木
勝
利

●
都
市
計
画
課

▼
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
都
市
整

備
係
長
（
都
路
行
政
局
産
業
建

設
課
課
長
補
佐
兼
産
業
係
長
）

鈴
木
正
雄
▼
主
任
技
査
兼
建
築

住
宅
係
長
（
主
任
技
査
）
石
井

敏
夫
▼
主
事
（
総
務
部
総
務
課

主
事
）
佐
久
間
靖
▼
主
事
（
市

民
部
市
民
課
主
事
）
石
井
奈
緒

美●
下
水
道
課

▼
下
水
道
課
長
（
都
路
行
政
局

産
業
建
設
課
長
）
泉
登
宏
一

【
会
計
管
理
者
】

▼
会
計
管
理
者
（
市
長
公
室

長
）
遠
藤　
卓

●
会
計
課

▼
主
任
主
査
（
保
健
福
祉
部
介

護
福
祉
課
主
任
主
査
）
松
本
紀

恵【
滝
根
行
政
局
】

▼
滝
根
行
政
局
長
（
保
健
福
祉

部
社
会
福
祉
課
長
）
梅
澤
義
雄

●
地
域
振
興
課

▼
地
域
振
興
課
長
（
主
幹
兼
課

長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長
）
渡

辺
義
英
▼
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼

地
域
振
興
係
長
（
教
育
委
員
会

教
育
部
教
育
総
務
課
主
幹
兼
課

長
補
佐
兼
教
育
総
務
係
長
）
佐

藤
克
範
▼
主
任
主
査
（
市
民
課

主
任
主
査
）
高
橋
嗣
芳

●
市
民
課

▼
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
保
健
福

祉
係
長
（
主
幹
兼
あ
ぶ
く
ま
洞

管
理
事
務
所
長
兼
星
の
村
所
長

兼
星
の
村
ふ
れ
あ
い
館
長
兼
入

水
鍾
乳
洞
管
理
事
務
所
長
）
会

田
成
美
▼
主
幹
（
主
任
主
査
）

大
越
善
吉
▼
主
幹
兼
専
門
保
健

技
師
（
専
門
保
健
技
師
）
猪
狩

友
子
▼
主
任
主
査
（
船
引
公
民

館
主
任
主
査
）
石
井
元
子
▼
主

査
（
産
業
部
商
工
観
光
課
主

査
）
富
塚
美
貴
▼
主
査
（
市
民

部
税
務
課
主
査
）
菅
野
伴
美

●
産
業
建
設
課

▼
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
建
設
係

長
（
建
設
部
都
市
計
画
課
主
幹

兼
課
長
補
佐
兼
建
築
住
宅
係

長
）
橋
本
耕
一
▼
主
任
主
査
兼

産
業
係
長
（
大
越
行
政
局
産
業

建
設
課
主
任
主
査
）
会
田
安
次

▼
主
事
（
市
民
部
税
務
課
主

事
）
二
瓶
幸
也

【
大
越
行
政
局
】

●
地
域
振
興
課

▼
参
事
兼
地
域
振
興
課
長
（
参

事
兼
監
査
委
員
事
務
局
長
）
秋

元
忠
雄
▼
主
任
主
査
（
水
道
事

業
所
主
任
主
査
）
遠
藤
浩
一

●
市
民
課

▼
市
民
課
長
（
滝
根
行
政
局
市

民
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
保
健

福
祉
係
長
）
鈴
木　
孝
▼
課
長

補
佐
兼
保
健
福
祉
係
長
（
総
務

部
企
画
課
長
補
佐
兼
情
報
統
計

係
長
）
白
鳥　
宏
▼
主
査
（
老

人
憩
い
の
家
針
湯
荘
主
査
）
光

本
弘
子

●
産
業
建
設
課

▼
産
業
建
設
課
長
（
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
主
幹
兼
局
長
補

佐
兼
選
挙
係
長
）
塚
原　
誠
▼

主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
産
業
係

長
（
主
幹
兼
産
業
係
長
）
木
村

洋
一
▼
主
任
主
査
兼
建
設
係
長

（
水
道
事
業
所
主
任
主
査
）
秋

元
富
治
▼
主
査
（
市
民
課
主

査
）
古
川
み
ど
り

【
都
路
行
政
局
】

●
地
域
振
興
課

▼
参
事
兼
地
域
振
興
課
長
（
参

事
兼
市
民
課
長
）
加
藤
芳
雄

●
市
民
課

▼
市
民
課
長
（
都
路
診
療
所

事
務
長
兼
都
路
歯
科
診
療
所

事
務
長
）
村
越
浩
一
▼
主
幹

（
主
任
主
査
）
吉
田
マ
リ
子
▼

主
査
（
古
道
小
学
校
用
務
員
）

渡
辺
芳
子

　
　
　
　
　
　
　

４
月
１
日
付

                                         

【
市
長
公
室
】

▼
参
事
兼
市
長
公
室
長
（
水
道

事
業
所
長
）
会
田
秀
雄
▼
室
長

補
佐
兼
秘
書
広
報
係
長
（
総
務

部
総
務
課
長
補
佐
兼
行
政
係

長
）宗
形
常
美
▼
主
任
主
査（
総

務
部
財
政
課
主
任
主
査
）
箭
内

正
和

【
総
務
部
】

▼
総
務
部
長
（
市
民
部
長
）
鈴

木
喜
治

●
総
務
課

▼
総
務
課
長
（
議
会
事
務
局
総

務
課
長
）
和
田
正
明
▼
課
長
補

佐
兼
行
政
係
長
（
総
務
部
財
政

課
主
任
主
査
兼
管
財
係
長
）
大

友
勝
弘
▼
主
任
主
査
（
市
民
部

市
民
課
主
任
主
査
）
柳
沼
城
美

▼
美
山
出
張
所
長
（
市
民
部
生

活
環
境
課
主
査
）
鹿
又　
淳
▼

芦
沢
出
張
所
長
（
保
健
福
祉
部

介
護
福
祉
課
主
査
）
助
川
勇
造

▼
総
務
課
付
保
健
技
師
・
田
村

市
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
（
保

健
福
祉
部
保
健
課
保
健
技
師
）

助
川
真
美
▼
主
事
（
新
採
用
）

大
和
田
勇
気

●
財
政
課

▼
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長
（
建

設
部
都
市
計
画
課
主
任
主
査
兼

都
市
整
備
係
長
）
箭
内
恒
昭
▼

主
任
技
査
兼
管
財
係
長
（
主
任

技
査
）
佐
藤
健
志
▼
主
査
（
企

画
課
主
査
）
伊
藤
美
善
▼
主
査

（
船
引
公
民
館
主
査
）
根
本
俊

輔●
企
画
課

▼
企
画
課
長
（
教
育
委
員
会
教

育
部
生
涯
学
習
課
長
）
堀
越
賢

一
▼
課
長
補
佐
兼
企
画
調
整
係

長
（
主
任
主
査
兼
企
画
調
整
係

長
）
菅
野
一
弘
▼
主
任
主
査
兼

情
報
統
計
係
長
（
市
民
部
税
務

課
主
任
主
査
）
村
山
文
浩
▼
主

査
（
教
育
委
員
会
教
育
部
学
校

教
育
課
主
査
）
井
堀
裕
一

【
市
民
部
】

▼
市
民
部
長
（
総
務
部
総
務
課

長
・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

長
）
根
本
傳
作

●
市
民
課

▼
主
事
（
新
採
用
）
橋
本
侑
香

里
▼
主
事
（
新
採
用
）
新
田
麻

衣●
税
務
課

▼
課
長
補
佐
兼
課
税
係
長
（
総

務
部
財
政
課
長
補
佐
兼
財
政
係

長
）
秋
元　
力
▼
主
幹
（
主
任

主
査
）今
井
由
美
子
▼
主
査（
保

健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
主
査
）

村
越
久
哲
▼
主
事
（
産
業
部
商

工
観
光
課
主
事
）
青
木
敬
太
▼

主
事
（
新
採
用
）
鈴
木
智
実
▼

主
事
（
新
採
用
）
吉
田
将
直

●
生
活
環
境
課

▼
課
長
補
佐
兼
環
境
衛
生
係
長

（
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
主

任
主
査
兼
生
活
保
護
係
長
）
矢

吹
晴
彦
▼
主
任
主
査
（
税
務
課

主
任
主
査
）
吉
田
篤
也

【
保
健
福
祉
部
】

▼
保
健
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務

所
長
（
総
務
部
企
画
課
長
）
大

和
田
益
弘

●
保
健
課

▼
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
健
康
増

進
係
長
（
課
長
補
佐
兼
健
康
増

進
係
長
）
佐
藤
幸
子
▼
専
門
看

護
技
師
（
都
路
診
療
所
専
門
看

護
技
師
）
渡
辺
勝
子
▼
主
任
保

健
技
師
（
総
務
課
付
主
任
保
健

技
師
・
田
村
市
社
会
福
祉
協
議

会
派
遣
）
本
田
真
利
子
▼
主
事

（
新
採
用
）
吉
田
真
里
奈
▼
都

路
診
療
所
事
務
長
兼
都
路
歯
科

診
療
所
事
務
長
（
主
幹
兼
授
産

場
長
）
吉
田
春
雄
▼
同
主
幹
兼

副
総
看
護
師
長
（
副
総
看
護
師

長
）
渡
辺
静
江

●
社
会
福
祉
課

▼
社
会
福
祉
課
長
（
船
引
公
民

館
長
兼
文
化
セ
ン
タ
ー
館
長
兼

総
合
体
育
館
長
）
助
川　
豊
▼

主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
社
会
福
祉

係
長
（
課
長
補
佐
兼
社
会
福
祉

係
長
）
石
塚　
正
▼
主
任
主
査

兼
生
活
保
護
係
長
（
教
育
委
員

会
教
育
部
教
育
総
務
課
主
任
主

査
兼
教
育
施
設
係
長
）
岡
田
雄

重
▼
主
事
（
新
採
用
）
渡
邉
美

奈
▼
船
引
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

主
幹
兼
所
長
（
大
越
行
政
局
市

民
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
保
健

福
祉
係
長
）
橋
本
充
也
▼
滝
根

保
育
所
専
門
保
育
技
師
（
船
引

保
育
所
専
門
保
育
技
師
）
宗
形

淳
子
▼
同
保
育
技
師
（
新
採

用
）
先
崎
あ
ゆ
み
▼
常
葉
保
育

所
保
育
技
師
（
新
採
用
）
佐
藤

未
来
▼
船
引
保
育
所
保
育
技

師
（
大
越
こ
ど
も
園
保
育
技
師

兼
教
諭
）
猪
狩　
恵
▼
同
保
育

技
師
（
新
採
用
）
渡
邊
ひ
ろ
み

▼
同
保
育
技
師
（
新
採
用
）
吉

田
裕
子
▼
同
保
育
技
師
（
新
採

用
）
菅
野
美
来
▼
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
主
幹
兼
所
長
（
常
葉

幼
稚
園
主
幹
兼
専
門
教
諭
）
石

井
百
子
▼
都
路
こ
ど
も
園
主
幹

兼
園
長
（
同
主
幹
兼
専
門
保
育

技
師
兼
専
門
児
童
厚
生
員
兼
専

門
教
諭
）
渡
辺
か
つ
よ
▼
同
保

育
技
師
兼
児
童
厚
生
員
兼
教
諭

（
常
葉
保
育
所
保
育
技
師
）
橋

本
幸
子
▼
同
保
育
技
師
兼
教

諭
（
新
採
用
）
渡
邊
美
香
▼
大

越
こ
ど
も
園
主
幹
兼
園
長
（
滝

根
幼
稚
園
主
幹
兼
園
長
）
蒲
生

栄
子
▼
同
主
幹
兼
専
門
保
育
技

師
兼
専
門
教
諭
（
船
引
保
育
所

専
門
保
育
技
師
）
鹿
子
田
寿
々

子
▼
同
保
育
技
師
兼
教
諭
（
船

引
保
育
所
保
育
技
師
）
渡
邉　

歩
▼
同
保
育
技
師
兼
教
諭
（
新

採
用
）
三
部
久
美
子
▼
三
世
代

ふ
れ
あ
い
交
流
館
主
幹
兼
館
長

（
堀
田
児
童
館
主
幹
兼
館
長
）

松
本
弘
子
▼
船
引
児
童
館
主
幹

兼
館
長
（
同
主
幹
兼
専
門
児
童

厚
生
員
）
吉
田
せ
つ
子
▼
同
主

市
職
員
の
人
事
異
動

４月１日付辞令交付式
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小
学
校
・
中
学
校
の
入
学
式
が

４
月
６
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
越
中
学
校
で
は
、
男
子
26

人
、
女
子
30
人
の
計
56
人
が
入
学

を
許
可
さ
れ
、
板
橋
健
一
校
長
が

「
将
来
の
夢
を
持
ち
、
何
で
も
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。」

と
激
励
し
ま
し
た
。
誓
い
の
こ
と

ば
で
は
、
新
入
生
代
表
の
松
本
は

る
か
さ
ん
が
「
震
災
を
経
験
し
、

ま
た
、
そ
の
報
道
を
耳
に
し
、
将

来
は
人
の
役
に
立
つ
仕
事
に
就
き

た
い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。　

　

市
内
の
小
学
校
に
は
２
９
３

人
、
中
学
校
に
は
３
８
４
人
が
入

学
し
ま
し
た
。

大きな夢と希望を胸に

小・中学校で入学式

大越中学校

都路中学校

常葉小学校 船引小学校

●
産
業
建
設
課

▼
産
業
建
設
課
長
（
常
葉
行
政

局
産
業
建
設
課
主
幹
兼
課
長
補

佐
兼
建
設
係
長
）
前
山
広
秋
▼

課
長
補
佐
兼
建
設
係
長
（
建
設

部
建
設
課
主
任
主
査
兼
管
理
係

長
）
吉
田
孝
司
▼
主
任
主
査
兼

産
業
係
長
（
産
業
部
商
工
観
光

課
主
任
主
査
兼
観
光
係
長
）
坪

倉
正
容

【
常
葉
行
政
局
】

●
市
民
課

▼
市
民
課
長（
常
葉
公
民
館
長
）

吉
田　
功
▼
課
長
補
佐
兼
市
民

係
長
（
課
長
補
佐
兼
保
健
福
祉

係
長
）
橋
本
佐
敏
▼
主
幹
兼
保

健
福
祉
係
長
（
保
健
福
祉
部
介

護
福
祉
課
主
幹
兼
高
齢
福
祉
係

長
）
石
井
貞
子
▼
主
査
（
常
葉

小
学
校
用
務
員
）
青
木
ト
シ
子

●
産
業
建
設
課

▼
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
建
設
係

長
（
大
越
行
政
局
産
業
建
設
課
課

長
補
佐
兼
建
設
係
長
）
安
藤
恒
義

【
議
会
事
務
局
】

●
総
務
課

▼
総
務
課
長
（
市
長
公
室
主
幹

兼
室
長
補
佐
兼
秘
書
広
報
係

長
）
大
内
康
栄
▼
主
任
主
査
兼

総
務
係
長
（
主
任
主
査
）
鈴
木

克
実

【
教
育
委
員
会
教
育
部
】

●
教
育
総
務
課

▼
課
長
補
佐
兼
教
育
総
務
係
長

（
滝
根
行
政
局
産
業
建
設
課
課

長
補
佐
兼
産
業
係
長
）
吉
田
雅

弘
▼
主
任
主
査
兼
教
育
施
設
係

長
（
総
合
体
育
館
主
任
主
査
兼

事
業
係
長
）
佐
藤
輝
男
▼
主
事

（
保
健
福
祉
部
保
健
課
主
事
）

佐
藤
優
子
▼
主
事
（
新
採
用
）

坪
井
佑
介

●
学
校
教
育
課

▼
参
事
兼
学
校
教
育
課
長
（
管

理
主
事
兼
指
導
管
理
係
長
）
冨

塚
忠
夫
▼
管
理
主
事
兼
指
導
管

理
係
長
（
福
島
県
）
安
瀬
一
正

▼
指
導
主
事
（
福
島
県
）
菅
野

学
▼
主
査
（
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
主
査
）
山
内
秀
享
▼
滝

根
幼
稚
園
主
幹
兼
園
長
（
滝
根

保
育
所
主
幹
兼
専
門
保
育
技

師
）
西
牧
睦
子
▼
岩
井
沢
幼
稚

園
主
幹
兼
専
門
教
諭
（
専
門
教

諭
）
吉
田
桂
子
▼
常
葉
幼
稚
園

主
幹
兼
園
長
（
船
引
南
幼
稚
園

主
幹
兼
専
門
教
諭
）
武
田
幸
子

▼
同
教
諭
（
都
路
こ
ど
も
園
保

育
技
師
兼
教
諭
）
佐
久
間
恵
▼

同
教
諭
（
新
採
用
）
石
井
明
美

▼
船
引
南
幼
稚
園
専
門
教
諭

（
常
葉
幼
稚
園
専
門
教
諭
）
松

本
好
子
▼
大
越
小
学
校
主
任
用

務
員
（
上
大
越
小
学
校
主
任
用

務
員
）
堀
越
静
枝

●
生
涯
学
習
課

▼
生
涯
学
習
課
長
（
大
越
公

民
館
長
）
山
口
善
吉
▼
課
長

補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長
（
主

任
主
査
）
逸
見
克
己
▼
主
査

（
常
葉
行
政
局
産
業
建
設
課
主

査
）
渡
邊
裕
美
子
▼
大
越
公
民

館
長
（
大
越
行
政
局
産
業
建
設

課
長
）
新
田
富
士
雄
▼
常
葉
公

民
館
長
（
同
主
幹
兼
副
館
長
兼

事
業
係
長
）
管
野
公
治
▼
同
主

幹
兼
副
館
長
兼
事
業
係
長
（
大

越
行
政
局
地
域
振
興
課
主
任
主

査
）
横
山
春
美
▼
船
引
公
民
館

長
兼
文
化
セ
ン
タ
ー
館
長
兼
総

合
体
育
館
長
（
船
引
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
主
幹
兼
所
長
）
上
遠

野
伸
一
▼
船
引
公
民
館
主
幹

（
同
主
任
主
査
）
橋
本　

宏
▼

同
主
事
（
水
道
事
業
所
主
事
）

箭
内
浩
勝
▼
総
合
体
育
館
主
任

主
査
兼
事
業
係
長
（
市
民
部
税

務
課
主
任
主
査
）
佐
久
間
明
男

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】

▼
主
任
主
査
（
滝
根
行
政
局
市

民
課
主
任
主
査
）
折
内
清
吉

【
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
】

▼
事
務
局
長
（
併
任
）
和
田
正

明
▼
局
長
補
佐
兼
選
挙
係
長

（
滝
根
行
政
局
産
業
建
設
課
主

任
主
査
兼
建
設
係
長
）
久
保
田

光
義
▼
主
査
（
産
業
部
農
林
課

主
査
）
千
葉
充
泰

【
監
査
委
員
事
務
局
】

▼
監
査
委
員
事
務
局
長
（
産
業

部
商
工
観
光
課
長
）
永
山
弘
一

【
水
道
事
業
所
】

▼
水
道
事
業
所
長
（
市
民
部
生

活
環
境
課
課
長
補
佐
兼
環
境
衛

生
係
長
）
遠
藤
祥
司
▼
主
任
主

査
（
芦
沢
出
張
所
長
）
箭
内
宏

行
▼
主
任
主
査
（
保
健
福
祉
部

介
護
福
祉
課
主
任
主
査
）
志
田

浩
治
▼
技
査
（
滝
根
行
政
局
産

業
建
設
課
技
査
）
石
井
光
一

【
３
月
31
日
付
退
職
】

▼
白
石
幸
男
（
総
務
部
長
）
▼

先
崎
保
彦
（
保
健
福
祉
部
長
兼

福
祉
事
務
所
長
）
▼
渡
邊
新
一

（
会
計
管
理
者
）
▼
吉
井
数
一

（
滝
根
行
政
局
長
兼
地
域
振
興

課
長
事
務
取
扱
）
▼
佐
藤
吉
清

（
建
設
部
参
事
兼
下
水
道
課
長
）

▼
松
本
静
夫
（
都
路
行
政
局
参

事
兼
地
域
振
興
課
長
）
▼
吉
田

定
光
（
大
越
行
政
局
参
事
兼
地

域
振
興
課
長
）▼
鈴
木
健
一（
主

幹
兼
美
山
出
張
所
長
）
▼
大
橋

き
そ
子
（
主
幹
兼
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
助
川
富
士

子（
主
幹
兼
都
路
こ
ど
も
園
長
）

▼
西
牧
喜
美
子
（
主
幹
兼
三
世

代
ふ
れ
あ
い
交
流
館
長
）
▼
佐

藤
茂
子
（
主
幹
兼
船
引
児
童
館

長
）
▼
猪
狩
正
子
（
主
幹
兼
常

葉
幼
稚
園
長
）▼
星
野
晴
子（
主

幹
兼
大
越
こ
ど
も
園
長
）
▼
白

石
鏡
子
（
常
葉
行
政
局
市
民
課

主
幹
）
▼
松
山
ア
キ
子
（
大
越

こ
ど
も
園
専
門
保
育
技
師
兼
専

門
教
諭
）
▼
鹿
又
キ
ク
イ
（
滝

根
保
育
所
主
幹
兼
専
門
保
育
技

師
）
▼
郡
司
千
枝
子
（
大
越
こ

ど
も
園
主
幹
兼
専
門
保
育
技
師

兼
専
門
教
諭
）▼
佐
藤
紀
一（
滝

根
行
政
局
地
域
振
興
課
主
任
主

査
）
▼
野
崎
耕
吉
（
滝
根
行
政

局
市
民
課
主
任
主
査
）
▼
小
石

沢
正
美
（
市
長
公
室
主
任
運
転

手
）
▼
佐
久
間
孝
晴
（
船
引
清

掃
セ
ン
タ
ー
主
任
運
転
手
）
▼

本
田
光
子
（
関
本
小
学
校
主
任

用
務
員
）
▼
渡
辺
京
子
（
下
大

越
小
学
校
主
任
用
務
員
）
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新入生１６０人が入学しました

　平成２４年度の入学式が４月９日に行われ、普通科１６０人の
入学が許可されました。新入生代表の渡辺明日佳さん（都路中出身）
が「感謝の心を忘れず、一日一日を大切にし、目標に向かって努
力します。」と誓いの言葉を述べました。
　また、翌１０日には新入生と
２，３年生の対面式が行われ、生
徒会長の松本英樹さん（移中出
身）から歓迎の言葉がありまし
た。それに対し新入生の松本明
美さん（移中出身）が「船引高
校に入学することができ、今後
の学校生活がとても楽しみです。
一抹の不安もありますが、先輩た
ちにならって努力していきたい
です。」とあいさつしました。

相良昌彦 新校長が着任しました
 　船引高校は、「学びの場」で
あり「社会に出るための訓練の
場」であることを教育理念とし
て、平成２０年度から取り組ん
でまいりました。平成２１年度
からは、キャリア教育の視点か
ら将来地域の一翼を担う中核的
人材となるために必要な力を育
むため、田村市や多くの企業等
のご協力のもとにデュアル実習
を実施してまいりました。
　デュアルシステムは「働きな
がら学び、学びながら働く」こ
とで、実習を通して知識や技術、
コミュニケーションなどの大切
さを生徒ひとり一人が認識し、
実社会に向けての職業観や勤労
観を育む仕組みです。
　これらのことに加え、今年度
はガイダンス機能や相談機能を

工夫した早めの適応指導に取り
組んでまいります。加えて「社
会に出るための訓練の場」とし
て自らを律し主体的に取り組む
校風を重視し、生徒会によるあ
いさつ運動等を奨励してまいり
ます。
　併せて、生徒ひとり一人の願
いと可能性を大切にし、地域の
未来を担う有為な人材として育
むべく「面倒見の良い、わかる
まで教える学校」を貫いてまい
ります。進路選択の多様なニー
ズに対応した指導の枠組みを堅
持、推進し、地域の皆様のご支
援もいただきながら、進路実現
のための「学び」の機会と場の
提供に努めます。そして、本校
のモットーである「図南の鵬翼」
のように自らの夢に向け大きく

翼を広げ、羽ばたくことがで
きるよう生徒の「学び」を確
かなものとし、一人ひとりの
夢・未来を育んでまいります。
　結びに、地域の皆様のご理
解とご支援に心より感謝申し
上げますとともに、家庭や地
域の皆様のご協力の下、教職
員一同スクラムを組んで、地
域・社会に貢献できる生徒の
育成に努めますので、今後と
も本校教育活動に対する更な
るご理解とご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。

最初のホームルーム

新入生代表　誓いの言葉

対面式の新入生あいさつ

相良昌彦校長

　
　
　
月
23
日
、
下
大
越
小
お
よ
び
上

　
　
　
大
越
小
で
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
午
前
11
時
か
ら
下
大
越
小
、
午

後
１
時
か
ら
上
大
越
小
の
閉
校
式
が
行

わ
れ
、
両
校
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
、
保
護

者
、
教
職
員
、
卒
業
生
、
地
域
住
民
の

か
た
が
た
な
ど
が
式
典
に
出
席
し
ま
し

た
。

　
下
大
越
小
は
明
治
６
年
11
月
に
長
源

寺
を
借
家
し
て
変
則
下
等
小
学
科
を
創

設
し
、
甲
十
九
番
下
大
越
小
学
校
と
し

て
創
立
。

　
上
大
越
小
は
同
じ
く
、
明
治
６
年
11

月
に
観
照
寺
内
に
菅
谷
小
学
校
分
校
と

し
て
創
立
。
両
校
と
も
、
校
舎
の
移
転

や
改
築
、
改
称
を
経
て
、
平
成
24
年
3

月
の
閉
校
に
い
た
り
ま
し
た
。

　
下
大
越
小
の
式
で
は
、
全
校
児
童
65

人
が
出
席
し
、
矢
舘
実
也
校
長
が
「
下

大
越
小
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
、
勉

学
や
運
動
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
児
童
全
員
で
別
れ
の

言
葉
を
発
表
し
、
歴
史
あ
る
木
造
校
舎

で
の
思
い
出
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
上
大
越
小
の
式
で
は
、
全
児

童
１
９
９
人
が
出
席
し
、
會
田
慶
吾
校

長
が
「
今
後
は
下
大
越
小
の
皆
さ
ん
と

力
を
合
わ
せ
て
新
し
い
大
越
小
の
伝
統

を
築
い
て
く
だ
さ
い
」
と
児
童
へ
向
け

て
力
強
く
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
児
童
全
員
で
母
校
の
歴
史
や
今

後
の
抱
負
を
発
表
し
、
最
後
と
な
る
校

歌
を
感
謝
の
心
を
込
め
て
合
唱
し
ま
し

た
。

　
両
校
と
も
に
、
校
長
と
代
表
児
童
が

冨
塚
市
長
に
校
旗
を
返
納
し
、
１
３
８

年
の
校
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
両
校
は
統
合
さ
れ
、
本
年
度
４
月
か

ら
上
大
越
小
の
校
舎
を
活
用
し
「
大

越
小
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
約

２
４
５
人
の
児
童
が
元
気
に
通
学
し
て

い
ま
す
。

地
域
教
育
の
伝
統
を
ひ
と
つ
に

明
治
６
年
創
立
１
３
８
年
の
校
史
に
幕

■３ ■２ ■１

上部写真：お世話になった下大越小校舎へ感謝の気持ちを込めて、児童全員で毎日磨きあげた廊下。
　 全児童で下大越小の歴史や統合後の抱負を発表し、参加者全員で校歌を斉唱。（下大越小学校）
　 平成 23 年下大越小学校児童会スローガン「永遠に思い出の花をさかせ、輝く明日へはばたこう」
　 体育館に響き渡る元気な声で最後の合唱となる上大越小校歌を歌う児童たち。（上大越小学校）

■１
■２
■３

３
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　　乳幼児健康診査など

①４カ月児健康診査
日 地区 対象 会場

18（月） 滝根
大越

平成 24 年 1 月生～
平成 24 年 2 月生 滝根

21（木） 船引 平成 24 年  2 月生 船引

　● 持参物…母子健康手帳・問診票・バスタオル

② 10 カ月児健康診査
日 地区 対象 会場

7（木） 船引 平成 23 年 8 月生 船引

18（月） 滝根
大越

平成 23 年 7 月生～
平成 23 年 8 月生 滝根

　● 持参物…母子健康手帳・問診票・バスタオル

③１歳６カ月児健康診査
日 地区 対象 会場

5（火） 船引 平成 22 年 11 月生 船引

6（水） 都路
常葉

平成 22 年 10 月生～
平成 22 年 11 月生 常葉

　● 持参物…母子健康手帳・問診票

　　こころとからだの健康相談

①福島いのちの電話
　(024-536-4343（毎日）10:00 ～ 22:00
②こころの電話健康相談ダイヤル 
　(024-535-5560（月～金）※休日除く 9:00 ～ 16:00
③県中保健福祉事務所
　(0248-75-7811（月～金）※休日除く 8:30 ～ 17:15
④福島県精神科救急情報センター
　(0570-055699 （毎日）　17:30 ～ 22:00

こころの健康相談  ( 相談無料、秘密厳守 )

　● 日　時　6 日（水）　 13:30 ～ 15:30
　● 会　場　船引保健センター　
　　　　       ※臨床心理士が相談に応じます。
　● 申込先　1 週間前までに保健課へ  

その他の連絡先

● お住まいの地区の会場で受診してください。
● やむを得ず別の会場で受診される場合は、事前にお住まいの地区の市民課
   （船引地区は保健課）または保健センターに申し込んでから受診してください。

乳幼児健康診査の共通事項 ①会場…各保健センター　②受付…13:00 ～ 13:20

障がい者（身体・知的・精神）相談支援 
　● 方　法　電話・来所による相談
　● 時　間　月～金（祝日除く）　8:30 ～ 17:15
　● 会　場　相談支援田村事業所 　(85-3888
　　　　　　（大越町牧野字堺）
　● その他　内容によっては相談員が訪問します。

ひとりで悩まず、まずはご相談を。

④ 3 歳児健康診査
日 地区 対象 会場

12（火） 船引 平成 20 年 12 月生 船引

　● 持参物…母子健康手帳・問診票

精神障がい者デイケア
　● 日　時　15 日（金） 10:00 ～ 15:00
　● 会　場　船引公民館
　● 対　象　在宅で生活する精神障がい者で主治医
　　　　　　の了解があるかた

ほけんだより 6月の予定など

● 郡山市休日・夜間急病センター
　郡山市字上亀田 1-1（旧国立郡山病院跡）

     (024-934-5656

区分 診療時間・科目

休日
 9：00 ～ 17：00
内科・小児科・歯科
19：00 ～ 23：00
内科・小児科

平日 19：00 ～ 23：00
内科・小児科

● テレフォンサービス
　「休日・夜間」当番医療機関
　 (024-933-4000

● その他病院に関する問い合わせ
　郡山消防本部通信指令課
　 (024-933-2400

● 福島県こども救急電話相談
【受付時間】毎日、午後７時～翌朝８時
    子どもが急病のとき、家庭での対処法
    について医師、看護師などがアドバイ
    スします。
● 固定電話プッシュ回線・携帯電話から
　短縮ダイヤル　(♯８０００
● 固定電話アナログ回線などから
　(024-521-3790

その他の緊急問い合わせ先

　　　　保健センター自由開放日など

自由開放・健康相談　
地区 日 時間
滝根 11・25（月）   9:00 ～ 16:00
大越 19（火）・20（水） 10:00 ～ 15:00
常葉 8・22（金）   9:00 ～ 16:00  船引 1・8・15・22・29（金）

子どもの教室・運動関連　
地区 内容 日 時間

大越 あそびの広場 19（火） 10:00 ～ 11:30
ヘルスアップ教室 20（水） 13:30 ～ 15:00

常葉 ゆめっ子教室 21（木） 9:30 ～ 11:30
運動教室 8・22（金） 13:30 ～ 15:00船引 健康増進広場 / リフレッシュ体操

　問い合わせ
　● 保健福祉部保健課(81-2271　● 滝根行政局市民課(78-1203
　● 大越行政局市民課(79-2112　● 都路行政局市民課(75-2112
　● 常葉行政局市民課(77-2113

平成24年

6月の休日当番医

　変更される場合がありますので
　　受診前に確認してください

3（日）
春山医院（三春町）　　　  (62-3239
10（日）
さとう耳鼻咽喉科クリニック（船引町）
　　　　　　　　　　　　　 (81-1333
17（日）
島貫整形外科（小野町）　(72-2722
24（日）
青山医院（常葉町）※※※ (77-2015

ポリオ集団予防接種
※受付 13:00 ～ 13:30

日 地区 対象 会場
13（水）

船引
生後３カ月～
９０カ月未満の
乳幼児

船引
26（火）

　● 持参物…母子健康手帳・問診票・歯ブラシ・コップ

AA ミーティング
　● 日　時　毎週土曜　13:30 ～ 15:00
　● 会　場　就業改善センター（船引町）
　● 対　象　飲酒をやめたいと願う本人・家族

健康診査・がん検診 健康診査・がん検診は市内どの会場でも受
診できます。

集団健康診査（受付…7:45 ～ 9:30）
地区 日 対象 会場

大越

1（金） 三洞区 おおごえふるさと館3（日） 上北部区・町郷区
4（月） 東部区

大越農村婦人の家5（火） 南部区
6（水） 西部区
7（木） 早稲川区 早稲川体育館
8（金） 牧野区 牧野多目的交流センター

27（水） 栗出区 おおごえふるさと館28（木） 白山区
船引 29（金） 椚山・永谷 旧椚山小学校

子宮頸がん・乳がんの施設検診の実施期間は 11 月 30 日まで
● 施設検診は、がん検診受診希望調査による申込者へ個別に通知しました。
● 対象者　子宮頚がん…20 歳以上で昨年度未受診のかた
　　　　　乳　が　ん…40 ～ 59 歳で昨年度未受診のかた

無料クーポン券事業   ( 該当者に個別郵送しています）

いずれの検診も無料クーポンの有効期限は 11 月 30 日です　

子宮頚がん…21・26・31・36・41 歳　
乳　が　ん…41・46・51・56・61 歳
　４０歳代のかた…施設検診のみ（市と契約した病院に限る）
　５０歳代のかた…施設検診・集団検診を選択できます
　６０歳代のかた…集団検診のみ

乳がん検診（集団検診）
地区 日 受付時間 対象 会場

滝根
5（火）   9:00 ～ 10:00 60 歳以上

滝根保健センター13:00 ～ 13:30

20（水）   9:00 ～ 10:00 50 歳代13:00 ～ 13:30

都路 21（木）   9:00 ～ 10:00 50 歳代 都路保健センター13:00 ～ 14:00 60 歳以上

育児相談・教室

  すくすく教室 （要予約）
　● 日　時　14 日（木）　受付…9:30 ～ 9:50 
　● 会　場　船引保健センター
　● 対　象　ことばが遅い、落ち着きがない、友達と
                  うまく遊べないなどの悩みがあるかた
　● 内　容　親子あそび、医師・心理士等による相談
　 ● 申込先　保健課　※気軽にご相談ください。

  ７カ月児育児相談（予約不要）
　● 日　時　20 日（水）　受付…13:00 ～ 13:20 
　● 会　場　船引保健センター
　● 対　象　平成 23 年 11 ～ 12 月生
　● 持参物　母子手帳・問診票・バスタオル
　

  離乳食教室 （要予約）
　● 日　時　27 日（水）　受付…13:00 ～ 13:20 
　● 会　場　常葉保健センター
　● 対　象　離乳食に関心のあるかた
　● 持参物　母子手帳・エプロン・おんぶひも
　 ● 申込先　6 月 20 日（水）まで保健課へ

⑤２歳児歯科健診
日 地区 対象 会場

28（木） 都路
常葉

平成 22 年 4 月生～
平成 22 年 6 月生 常葉

　● 持参物…母子健康手帳・問診票・歯ブラシ・コップ
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大越
月日 地区 時間  会場

5/23

栗出 9:00 ～  9:20 大越転作技術研修センター
牧野 9:25 ～  9:45 牧野多目的交流センター

上大越

9:55 ～ 10:10 明部渕集会所
10:20 ～ 10:35 古内公会堂下
10:45 ～ 11:05 曲田集会所下
11:15 ～ 11:35 山口集会所下
11:45 ～ 12:00 白山コミュニティセンター
13:15 ～ 13:40 大越公民館
13:50 ～ 14:10 大越駅北側駐車場
14:20 ～ 14:40 大田立集会所
14:50 ～ 15:10 大越保健センター

5/25

早稲川
9:00 ～  9:15 早稲川多目的交流センター
9:25 ～  9:40 旧早稲川小学校下

下大越

9:55 ～ 10:10 入ノ作集会所
10:15 ～ 10:30 檀野平集会所
10:35 ～ 10:55 田子屋コミュニティセンター
11:00 ～ 11:15 原洞公会堂
11:25 ～ 11:40 川向集会所
11:45 ～ 12:00 戸ノ内集会所

都路 
月日 地区 時間  会場

6/5

西戸
松葉

平内地
9:00 ～  9:40 上岩井沢生活改善センター

大槻 9:50 ～ 10:05 大槻生活改善センター
中作 10:15 ～ 10:35 岩井沢児童館

平蔵内 10:40 ～ 11:00 岩井沢 1 部屯所
言神 11:05 ～ 11:15 岩井沢北部生活改善センター

持藤田 11:25 ～ 11:35 持藤田繭集出荷所
強梨 11:45 ～ 11:55 強梨公民館前（市道待避所）

上道之内 13:30 ～ 13:50 道之内繭集出荷所
下道之内 14:00 ～ 14:20 下道之内集落センター

6/6

石黒 9:00 ～ 9:20 林道大放石黒線入口
新町
横町 9:30 ～ 10:00 都路保健センター

戸屋 10:05 ～ 10:20 戸屋バス停
南 10:30 ～ 10:45 菅野正男氏宅旧道入口

大久保 10:55 ～ 11:10 大久保生活改善センター
頭ノ巣 11:15 ～ 11:30 頭ノ巣集会所
下山口 13:10 ～ 13:25 下山口集会所
上山口 13:35 ～ 13:50 上山口集会所
石橋 14:00 ～ 14:10 石橋研修センター

馬洗戸 14:20 ～ 14:50 馬洗戸クリーンハウス前

　　　昨年度は震災の影響により秋に実施しましたが、今年度は例年通り春に実施します。
　　　狂犬病は犬だけでなく、人間や他の動物にもうつり、致死率がとても高い感染症です。
　　　今年度の狂犬病予防注射が未接種である犬の飼い主のかたは、忘れずに接種してください。

料　金　①登録済犬　３，１００円（注射料金  ２，５５０円 ＋ 注射済票交付手数料 ５５０円）
　　　　　飼い犬の登録がお済みでないかたは、当日会場にて新規登録ができます。
　　　　②未登録犬　６，１００円（ 上記料金 ＋ 登録手数料３，０００円 ）　

日　程　お住まいの地区に限らず接種することができますので、最寄りの会場で接種してください。　　　
　　　　状況により、巡回時間が遅れる場合があります。あらかじめご了承ください。
　　　　※動物病院での個別接種も可能です。詳しくは最寄りの動物病院へお問い合わせください。

市民部 生活環境課(81-2272　滝根行政局 市民課(78-1202　大越行政局 市民課(79-2112
都路行政局 市民課(75-2113   常葉行政局 市民課(77-2112　　　                

●予防注射に関する問い合わせ

平成２４年度
狂犬病予防注射（定期集合注射）のお知らせ

船引
月日 地区 時間  会場

6/2
芦沢

9:00 ～  9:40 光大寺橋西側
9:50 ～ 10:30 芦沢出張所

七郷
10:50 ～ 11:50 本郷多目的集会所
13:00 ～ 13:40 七郷出張所
13:50 ～ 14:30 旧椚山小学校

6/3

移

9:00 ～  9:35 北移南移コミュニティプラザ
9:45 ～ 10:20 移出張所
10:35 ～ 10:50 横道区集会所
11:00 ～ 11:15 中山生涯学習センター

瀬川

11:35 ～ 12:00 石沢多目的集会所
13:10 ～ 13:30 瀬川出張所
13:40 ～ 14:00 大倉多目的集会所
14:10 ～ 14:30 門鹿公民館

常葉
月　日 地区 時間  会　場

6/23

常葉 9:00 ～ 9:10 山田作集会所

西向
9:15 ～  9:25 西美田集会所
9:30 ～ 9:40 板橋集会所
9:45 ～ 10:00 常葉公民館西向分館跡

鹿山 10:05 ～ 10:15 上鹿山集会所
西向 10:20 ～ 10:30 休石集会所
久保 10:35 ～ 10:50 久保上地区集会所

新田作 10:55 ～ 11:10 新田作集会所
山根 11:15 ～ 12:00 常葉公民館山根分館
田代 13:15 ～ 13:30 田代集会所
堀田 13:35 ～ 13:50 堀田集会所
黒川 13:55 ～ 14:10 黒川生活改善センター

6/24
早稲川 9:00 ～ 9:10 早稲川集会所
関本 9:20 ～ 9:40 関本小学校
常葉 10:00 ～ 12:00 常葉行政局

滝根
月日 地区 時間  会場

5/28
菅谷

9:00 ～  9:10 猿内集会所
9:20 ～  9:35 原屋敷集会所 
9:45 ～ 10:00 石神集会所
10:10 ～ 10:30 菅谷共栄会館
10:40 ～ 10:50 入水多目的集会所
11:00 ～ 11:15 畑中集会所
11:25 ～ 11:40 江川集会所
13:00 ～ 13:15 糠塚集会所

神俣
13:25 ～ 13:40 一ノ坪集会所
13:50 ～ 14:10 滝根公民館
14:20 ～ 14:35 滝根行政局

5/30

神俣
9:00 ～  9:30 入新田集会所
9:40 ～ 10:20 滝根体育館
10:30 ～ 11:10 天地人大学

広瀬

11:20 ～ 11:40 中郷集会所
13:00 ～ 13:10 中ノ内無線塔下
13:20 ～ 13:40 東部環境センター下
13:50 ～ 14:00 広瀬町集会所
14:10 ～ 14:20 下組集会所

月日 地区 時間  会場

6/9

要田 9:00 ～  9:30 要田出張所

文珠
9:40 ～ 10:00 石森戸屋公民館
10:15 ～ 10:55 文珠出張所
11:10～  12:00 春山多目的集会所

美山
13:00 ～ 13:35 鹿又 3 区公民館
13:45 ～ 14:30 美山出張所

6/10 船引
9:30 ～ 9:50 今泉多目的集会所

10:10 ～ 12:00 大鏑矢ふれあい公園
13:00 ～ 14:30 田村市役所

※避難されているかたは、市内の最寄りの会場
　または動物病院でも接種することができます。

集合注射へおいでいただく際の注意
　　①犬が暴れると注射ができません。犬を固定できるかたがお越しください。
　　②犬の体調が悪い場合は、注射を受ける前に申し出てください。
　　③犬の汚物処理用具を準備してください。

登録内容の変更について
　　犬が死亡または登録内容に変更がある場合には、事前に市民部生活環境課または各行政局市民課へ
　　ご連絡ください。

水

金

月

水

土

日

土

日

火

水

土

日

17

フンの後始末について
　最近、犬のフンの後始末に関する苦情が増えています。散歩中はビニール袋やシャベル、ちり紙などを
　携帯し、ペットがフンをした場合には飼い主が責任を持って必ず持ち帰ってください。

放し飼い・身元の表示について
　首輪を付けている迷い犬が増えています。犬の所有者を明らかにするために、首輪に鑑札および注射
　済票、または名札などを付けましょう。犬を放し飼いにすることは、法律により禁止されています。
　放し飼いは人を咬む恐れがありますので、絶対にやめましょう。

飼い主のマナーやルール守れていますか？

ボクの注射、忘れないでね！！

※今年度から危険防止のため、会場を椚山３部屯所から旧椚山小学校に変更します。
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みんなの暮らしにまつわる情報案内板
ナビゲーション

●田村市ホームページ　http://www.city.tamura.lg.jp/
●災害に関する情報は　http://www.city.tamura.lg.jp/saigai.jsp

広告欄 Advertisement

田村市文化協会
「田村市文化祭」

作品展示会
● 日時　6月16日（土）～17日（日）
　　　　午前 9 時～午後 5 時
　　　　※ 17 日は午後 4 時まで
● 会場　市文化センター、船引公民館
● 内容　加盟団体による作品展示など
● 申込方法　各公民館備え付けの参
加申込書に記入の上、お申し込みく
ださい。一般参加も受け付けます。
芸能発表会
● 日時　6 月 24 日（日）
　　　　午前 9 時 30 分
● 会場　市文化センター
● 内容　加盟団体による芸能発表
● 問い合わせ
教育部 生涯学習課 (68-3113

 催
　  し

●滝根行政局
963-3692　

田村市滝根町神俣字関場118番地　
地域振興課…(78-2111 
市　民　課…(78-1202 
産業建設課…(78-1204

●大越行政局
963-4192　
田村市大越町上大越字水神宮62番地1 
地域振興課…(79-2111 
市　民　課…(79-2112 
産業建設課…(79-2193 

●都路行政局
963-4701　
田村市都路町古道字本町33番地4
地域振興課…(75-2111 
市　民　課…(75-2112 
産業建設課…(75-3550

●常葉行政局
963-4692　
田村市常葉町常葉字町裏 1番地 
地域振興課…(77-2111 
市　民　課…(77-2112 
産業建設課…(77-2371 

●滝根公民館…(78-2001   　　  
963-3602　　
田村市滝根町神俣字町 48 番地 1 

●大越公民館…(79-2161
963-4111　
田村市大越町上大越字元池 87 番地 5

●都路公民館…(75-2063
963-4701　
田村市都路町古道字遠下前 87 番地

●常葉公民館…(77-2013
963-4692　
田村市常葉町常葉字町裏 1 番地 

●船引公民館…(82-1133
963-4312　
田村市船引町船引字南元町 28 番地 

各行政局の問い合わせ先

田村市の人口

平成 24 年４月 1 日現在
総人口　39,206 人

   世帯数   11,775 世帯

この数値は、平成 22 年国勢調査
の確報値を基に毎月の自然動態・
社会動態を加減したものです。

田村市史６
『田村市の寺社仏閣【神社編】』を頒布します

市内の主な神社を収録した田村市史６『田村市の寺社仏閣【神社編】』
を発行しました。
身近な由緒ある神社や寺院、仏堂などの歴史に触れ、先祖のさまざまな
願いや思いを感じ、時代の流れとともに、薄れつつある、
風習や習俗を思い起こしてみては…。

● 価格　1,000 円（A4 版・121 ページ）
● 頒布場所　教育部生涯学習課、各公民館
● 頒布開始　5 月 7 日（月）
● その他　既刊刊行物『田村市の文化財』、『田村市の
歴史』、『田村市の伝説』、『田村市のことば』『田村市ゆ
かりの人物』などもあわせて頒布しています。

● 問い合わせ　教育部生涯学習課　(68-3113

相談室（アルファ）へお申込みくだ
さい。
● その他　申し込み後、市指定の履
歴書とハローワーク紹介状を産業部
商工観光課へ提出してください。市
指定の履歴書は産業部商工観光課、
市民部市民課、各行政局地域振興課
または田村市地域職業相談室（アル
ファ）に備えています。
● 問い合わせ
産業部 商工観光課 (81-2136

滝根Ｂ＆Ｇ海洋センタープール
● 募集定員　監視補助員　5 人
● 募集資格　市内にお住まいの高校
生（健康で泳げるかた）
● 雇用期間　6 月 1 日～ 9 月 18 日
※ただし、期間中の土日および夏期
休暇のみの勤務になります。
● 勤務時間　午前 8 時 30 分～午後
5 時 15 分
※勤務割り当て表により 2 人を配
置します。
● 応募方法　5 月 14 日（月）～ 18
日（金）に、滝根公民館備え付けの
プール監視補助員申込書に記入し、
提出してください。

プール監視補助員募集

※定員になり次第締め切ります。
● その他
雇用決定後、普通救命講習会を行い
ます。賃金日額など詳しくはお問い
合わせください。
● 申し込み・問い合わせ
滝根公民館　(78-2001

● 対象　市内にお住まいかた
● 募集人員　若干名
※業務内容・勤務場所・勤務時間・
雇用期間などはハローワーク求人票
でご確認ください。
● 賃金日額　6,000 円
● 面接試験　5 月 26 日（土）
　　　　　　午前 10 時
● 試験会場　あぶくま洞管理事務所
● 申込方法　5 月 14 日（月）～ 18
日（金）にハローワーク郡山または
船引公民館内の田村市地域職業相談
室（アルファ）へご相談後、18 日（金）
までに履歴書とハローワークの紹介
状をあぶくま洞管理事務所に持参も
しくは郵送してください。（5 月 18
日消印有効）
● 問い合わせ
963-3601
田村市滝根町菅谷字東釜山１
財団法人田村市滝根観光振興公社

（あぶくま洞管理事務所内）
(78-2125

平成 24 年度市職員採用
候補者試験（大学卒）

● 職種･採用予定人員　行政･若干名
● 受験資格　昭和 58 年 4 月 2 日
～平成 3 年 4 月 1 日生まれのかた
で、大学を卒業または平成 25 年 3
月までに卒業見込みのかた、または
これと同等以上の学力を有するかた
● 採用予定　平成 25 年 4 月 1 日
第 1 次試験
● 日時　6 月 24 日（日）
● 会場　船引保健センター
● 試験科目　①教養試験②適性検査
③専門試験
第 2 次試験
● 日時　8 月予定
● 会場　未定
● 試験科目　論文試験、口述試験（個
別面接）
※第 1 次試験の合格者のみ
● 受験手続　申込書は 5 月 14 日

（月）から総務部総務課または各行
政局地域振興課でお渡しします。申
込書に必要事項を記入のうえ、総務
課まで持参または郵送で提出してく
ださい。郵送で申込書を請求する場
合は封筒の表に「採用試験申込用紙
請求」と朱書し、120 円切手を貼
った宛先明記の返信用封筒（角形 2
号）を必ず同封してください。
● 受付期間　5 月 14 日（月）～ 6 月
1 日（金）
※郵送による申込用紙の提出は 6 月
1 日消印有効
● 申し込み・問い合わせ
963-4393
田村市船引町船引字馬場川原 20 番地
田村市役所 総務部 総務課 人事係
(81-2111

 募
　  集

 募
　  集

 募
　  集平成24年度緊急雇用創出

基金事業 市臨時職員募集

震災の影響や勤め先の業績悪化など
の理由により離職を余儀なくされ、
ハローワーク郡山に登録されている
かたを市臨時職員として募集します。
● 募集内容・人数　作業員　若干名
※業務内容・勤務場所・勤務時間・
雇用期間等はハローワーク求人票に
より確認ください。
● 賃金日額　6,500 円
● 面接試験　5 月 21 日（月）
● 面接会場　申込受付時にお知らせ
● 申込方法　5 月 14 日（月）～
18 日（金）にハローワーク郡山ま
たは船引公民館内の田村市地域職業

 募
　  集

国税局や税務署において、調査・徴
収や指導などを行う業務です。
● 受験資格
① 平 成 24 年 4 月 1 日 に お い て、
高等学校または中等教育学校を卒業
した日から起算して 3 年を経過し
ていないかた、および平成 25 年 3
月までに高等学校または中等教育学
校を卒業する見込みのかた
②人事院が上記（①）と同等の資格
があると認められるかた
● 受付期間
インターネット
6 月 26 日（火）～ 7 月 5 日（木）
郵送・持参
7 月 2 日（月）～ 10 日（火）
● 受験申込書
受験申込みは原則インターネット

（http://www.jinji-shiken.go.jp/
juken.html）での申し込みです。
郵送または持参の場合の受験申込書
の請求は、最寄りの税務署、仙台国
税局人事第二課または人事院東北事
務局へお問い合わせください。
● 問い合わせ
人事院東北事務局
(022-221-2022
仙台国税局人事第二課 試験研修係
(022-263-1111

平成 24 年度国家公務員
採用試験（高卒程度）
税務職員を募集します

 募
　  集

①下里団地１号棟（船引）
● 部屋番号　10 号室・21 号室
● 建築年　昭和 52 年
● 構造　中層耐火 4 階
● 間取り　3DK
● 家賃　12,200 円～
● 駐車場　無
● その他　家賃は基本額です。所得
に応じて金額が変わります。
● 申込方法　5 月 15 日（火）までに、
備え付けの申込書に必要な書類を添
えてお申し込みください。
※申込者多数の場合は抽選となります。
● 申し込み・問い合わせ
建設部 都市計画課　(82-1114

市営住宅入居者募集 募
　  集

有料広告募集中
問い合わせ…市長公室へ

平成 24 年度緊急雇用創出
基金事業 滝根観光振興公社
臨時職員募集

市歴史民俗資料館行事

お茶会
● 日時　5 月 20 日（日）
　　　　午前 10 時～午後 3 時
● 場所　歴史民俗資料館 
● 講師　茶道亀好会

● 問い合わせ
教育部 生涯学習課 (68-3113

 催
　  し
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転倒骨折予防講演会
- 関節のサビつきを防ごう -

運動不足になると、体の関節が、だ
んだん開かなくなり、老化を早めま
す。ストレッチ体操など体の関節を
充分に動かし、関節のサビつき防止
体操で、膝・腰の痛みを軽くしませ
んか。どなたでもできる簡単な運動
を行います。
● 日程

● 講師　健康運動指導士　吉井雅彦氏
● 申込方法　各会場とも開催３日前
までに、電話でお申し込みください。
● その他　開催時間など詳しくは申
し込みの際にお知らせします。
● 申し込み・問い合わせ
保健福祉部 保健課 ※(81-2271

 救
     急

ふねひきアンテナショップ
のご紹介

市特産品の紹介や販売をはじめ、観
光パンフレットの配布、観光写真の
展示などを行っています。
また、予算に応じて特産品の詰め合
わせや地方発送も承っています。
市内観光、商店街利用後の休憩、待
ち合わせなどにはぜひ喫茶コーナー
をご利用ください。
● アクセス　ＪＲ船引駅から徒歩１分
● 営業時間　午前 10 時～午後６時
● 定休日　毎週月曜日
　（※イベント開催時、臨時休業あり）

● 問い合わせ
ふねひきアンテナショップ
(82-5603

 観
     光

市の観光を広く県内外にアピールしてくれるかたを募集します。
● 選考人員　4 人
● 応募資格　満 18 歳以上（就学者を除く）のかたで市内にお住まいまたは市内にお勤めされているかた
　　　　　　※随時観光行事に参加できるかたに限ります。
● 任期　2 年間
● 賞品　トロフィー、記念品、副賞（任期終了時 10 万円）
● 応募期間　5 月 7 日（月）～ 6 月 8 日（金）
● 応募方法　自薦他薦は問いません。産業部商工観光課または各行政局産業建設課備え付けの申込用紙に必要事項
を記入し、申込用紙と写真を持参または郵送してください。
選考会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
● 日時　6 月 17 日（日）午前予定
● 会場　田村市役所（当日の服装制限はありません）
● 申し込み・問い合わせ
963-4393　田村市船引町船引字馬場川原 20 番地『田村市観光キャンペーンクルー』募集係
産業部 商工観光課　(81-2136

● ● ● ● ●  田村市観光キャンペーンクルーを募集します ● ● ● ● ●

災害復興住宅融資の対象
を拡大します

住宅金融支援機構では、災害からの
早期復興を支援するため、災害によ
り住宅に被害を受けたかたに対する
長期・固定金利の融資を実施してい
ます。平成 24 年 3 月 31 日施行の福
島復興再生特別措置法により、原発
事故による避難指示区域内にお住ま
いになっていたかたは、り災証明書
が交付されない場合も災害復興住宅
融資を利用できるようになりました。
詳しくは、住宅金融支援機構ホーム
ページをご覧ください。
※ 問い合わせ
住宅金融支援機構（災害専用ダイヤ
ル）(0120-086-353

 災
　  害

日にち 会 場 時 間
6/8（金） 常葉保健センター 午前
7/2　（月） 大越保健センター 午前
8/23（木） 菅谷共栄会館 午後
9/6（木） 都路保健センター 午後

10/12（金） 移出張所 午前
10/29（月） 船引保健センター 午後

2 月 14 日、公立小野町地方綜合病院において、県立医科大学付属病院・
救命救急センター副部長の池上之浩先生を講師に招き、病院職員と近
隣の介護施設職員合わせて約 60 人が参加して、救命救急講習会を開
催しました。講習会では心臓マッサージなどの心肺蘇生法の注意点や
ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用方法や注意事項について講義を受
け、その後、参加者が模型を使いながら、実際に心肺蘇生やＡＥＤの
演習を行いました。

公立小野町地方綜合病院 から

● 問い合わせ　公立小野町地方綜合病院企業団総務課　(72-3181

救命救急講習会を開催しました

▲ 講習会の様子

２カ月に１度、皆さんのお宅で水道メーター検針をしています。
水道メーターは水道料金の確認だけでなく、気がつかない漏水を発見することもでき
ます。随時、メーター検針ができるよう次のことにご協力をお願いします。
　① 転入や転出、使用者の変更などがあった場合は、お早めに水道事業所までご連
　　 絡ください。
　② 水道メーターボックスの上に物があると、検針に支障がでます。メーターボッ
　　 クスの周辺の整理を心がけてください。
　③ 飼い犬は、出入口や水道メーターから離れた場所につないでおいてください。

検定有効期間が満了することを略して「検満」と言います。8 年以上経過した水道メ
ーターを検満メーターと呼び、新しいメーターに取り替えなければ使用できません。
取り替え時期が来る皆さんに交換のお知らせをしています。
交換は、後日、市が委託した水道工事業者が伺い、交換作業を行います。
その際は一時的に水を止めさせていただきますので、ご理解ください。

土地の整地や建物を撤去するときに、水道事業所へ連絡せずに水道設備や水道メータ
ーを撤去すると、管理データが更新されません。撤去が必要なときは、事前に水道事
業所または市指定給水工事事業者へ連絡してください。

メーターボックスが破損していると、皆さんの安全や水道メーター交換に支障がでます。
メーターボックスの修繕や交換は、市指定給水装置工事事業者へ依頼してください。
修繕や交換の費用は、自己負担になります。

すべての蛇口を閉めてから、メーターボックスの中にある水道メーターのパイロット
を確認してください。パイロットがまわっている場合は漏水が考えられます。
漏水や蛇口の水が止まらない場合は、市指定給水装置工事事業者に修理を依頼してく
ださい。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● 問い合わせ　水道事業所　(82-1527

‐水道事業所から‐
水道メーターの検針や修繕にご協力ください。

メーター検針のためのお願い

検満水道メーターの取り替え

水道設備工事や水道メーターの撤去は事前に連絡を

水道メーターボックスの修繕・交換

漏水かなっと思ったら

みんなの暮らしにまつわる情報案内板
ナビゲーション



開催日 時　間 内　容
5/10（木） 10：00～12:00 保育のこころ

5/11（金） 発達と発育
13：00～15:00 障がいのある子どもの預かり方

5/15（火） 13：00～15:00 子どもの栄養と食生活
5/21（月） 13：00～15:00 子どもの暮らしのケア
5/24（木） 10：00～12:00 子どもの心の発達と保育者の関わり

5/28（月） 10：00～12:00 子どものあそび
13：00～15:00 子どもの健康とケガの処置

5/29（火） 10：00～12:00 子どもを取り巻く環境と私たちの関わり
5/30（水） 14：00～16:00 子どもの発育と病気
6/11（月）    9：00～12:00 普通救命講習Ⅲ・子どもの事故と安全

まごころありがとうございます
 次のかたから市に寄付をいただきました。

６月の行事予定

*bunka@city.tamura.lg.jp　(82-5030
6 月の休館日…4・11・18・25 日（月）

図書館（本館） *toshokan@city.tamura.lg.jp　(82-1001休館日…毎週月曜日　
6 月 4・11・18・25 日　  

● ● ●　必読、今月のオススメ。● ● ●

ダニエル・カーク/作  わたなべてつた/訳
児童向け

図書館に住んでいるねずみのサム
は本を読むのが大好き。毎日、い
ろいろな本を読んでいるサムの頭
の中はお話のことでいっぱい！
とうとう、自分で本を書くこと
に・・・。 本を読むこと・書くこ
との楽しさを教えてくれるねずみ
のおはなしです。

6月のおはなし会　（会場は、常葉分館おはなし会…文化の舘ときわ　その他の分館おはなし会…各公民館で開催）

開催日 名　称 時　間 対　象 内　容
本館 13･27（水） ひだまりおはなし会 10:30 ～（15 分程度） 0 ～ 2 歳児 絵本の読み聞かせ・わらべ歌遊び

滝根 30（土） 滝根分館おはなし会 13:30 ～（30 分程度） 幼児～小学生 絵本の読み聞かせ・わらべ歌遊び

大越 11（月） 大越分館おはなし会 15:30 ～（20 分程度） 幼児 絵本の読み聞かせ・わらべ歌遊び

常葉 13（水） 常葉分館おはなし会 11:00 ～（20 分程度） 乳幼児 絵本の読み聞かせ・わらべ歌遊び

各施設の催し・募集など

としょかんねずみ 中をそうぞうしてみよ

文化センター文化

６月の各種相談会のお知らせ相談

*kosodate@city.tamura.lg.jp　(82-1510子育て支援センターからのお知らせこども図書

広田千悦子 / 著 
一般向け

小さな頃から何気なく使ってき
た「おまじない」。なんとなく実
践していても、その本当の意味
を知っている人は少ないはず。
おまじないの本当の意味、日本
古来の伝統の素晴らしさを伝え
ます。日常生活でふと不安になっ
たとき試してみては・・・。

幸せを引き寄せる小さな魔法
にほんのおまじない

河原れん / 著 
一般向け

東日本大震災発災直後、岩手県庁
内に設置された災害対策本部。何
が起こっているのかさえ把握でき
ないまま、医療班の指揮にあたっ
た若きアルバイト医師の秋冨慎
司。切迫した状況の中、襲いかか
る余震。3.11 から 9 日間の激闘
を描くノンフィクションノベル。

ナインデイズ
岩手県災害対策本部の闘い

育児講座

Tamura

佐藤雅彦、ユーフラテス / 作 
児童向け

じっくり見て中を想像してみよ
う！身近にあるものを透かして見
ると、どんなふうに見えるかな？
X 線写真を使って、椅子や貯金箱、
鉛筆、ボールペンなど身近なもの
を透視して、見ているだけで楽し
める写真絵本です。

● 対象者　子育て支援に関心のあるかた（年齢・性別・資格は問いません。）
                ※託児室を船引公民館内に準備しますので、ご希望のかたは申し
　　　　　　　込みください。5 月 30 日は託児室のみ子育て支援センターに
　　　　　　　なります。　　　　　
● 会場・日程　船引会場…いずれも「船引公民館」

● 申込方法　備え付けの申込用紙に記入し、保健福祉部社会福祉課または
　　　　　　各行政局市民課、子育て支援センターへ提出してください。
　　　　　　申請書は市ホームページからダウンロードできます。

● 日時　5月16日（水）、23日（水）、
　　　　30 日（水）
　　　　午前 10 時 30 分～正午
● 内容　親子遊び、手遊び、体操、
　製作、絵本の読み聞かせなど
● 対象　０歳～６歳児
　　　　※ 16 日のみ 0・1 歳児

ひまわりひろば
平成 24 年度「ファミリーサポート養成講習会」受講者募集

絵本の読み聞かせ
● 日時　5 月 18 日（金）　　　
食生活について
● 日時　5 月 25 日（金）　　　

● 対象　０歳～６歳児
　　　　※ 16 日のみ 0・1 歳児
　　　　午前 10 時 30 分～正午
● 申込　開催の 2 日前までに電話
　　　　でお申し込みください。

◆佐藤智彦さん　（京都府舞鶴市）　寄附金（ふるさと納税）
◆山崎美智夫さん（埼玉県朝霞市）寄附金（ふるさと納税）
◆株式会社チェンジ（福岡県久留米市）　寄附金（一般寄付金）
◆公益財団法人モラロジー研究所（千葉県柏市）　
　寄附金（一般寄付金）
◆旭砿末資料合資会社（東京都台東区）　寄附金（一般寄付金）
◆旭鉱末株式会社（東京都台東区）　寄附金（一般寄付金）
◆福島石灰株式会社（東京都文京区）　寄附金（一般寄付金）
◆日成ビルド工業株式会社（代表取締役 森岡篤弘さん・石川
　県金沢市）　寄附金（一般寄付金）
◆日本教職員組合（中央執行委員長 中村讓さん・東京都千代
　田区）　寄附金（教育費寄付金）
◆小松祝正さん（田村市大越町）　油彩画「久之浜の海」
◆日陶科学株式会社（代表取締役社長 山田光彦さん・愛知県
　名古屋市）　放射線測定機 10 台
◆常葉小学校同窓会（会長 渡邊清行さん・田村市常葉町）　
　掃除機５台
◆大越中学校（３学年委員長 渡辺裕夫さん・田村市大越町）
　折りたたみ椅子 33 脚
◆昭和 39 年美山小学校卒業生（代表 佐藤洋一さん・田村市
　船引町）　教材提示装置 1 台

心配ごと相談

13（水）滝根公民館
20（水）市社会福祉協議会本所
27（水）常葉老人福祉センター

いずれも午後1 時～午後4 時
● 問い合わせ
市社会福祉協議会本所(81-2166

総務大臣から委嘱を受けた行政相談
員が、行政機関や特殊法人などの仕
事について意見・要望を受け付け、
解決に向けた手助けをします。
● 日時　19 日（火）
午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
● 会場　滝根公民館 2 階和室
● 相談委員
松山秀明氏（滝根町）(78-3532
横田弥一郎氏（船引町）(82-2003
● 問い合わせ
総務部 総務課　(81-2111

行政相談 特設人権相談

5（火）船引公民館
午前 10 時～午後3 時

● 問い合わせ…福島地方法務局 
　郡山支局　(024-922-1546

法律相談

6（水）市社会福祉協議会本所
午後 1 時～ 4 時

● 問い合わせ
市社会福祉協議会本所(81-2166

船引総合福祉センター
5 月のおすすめメニュー

ざるうどんセット（500 円）
国産小麦粉を使ったシコシコ
のうどんと新鮮野菜の天ぷら
におにぎりが付いた、お得な
セットです。
● その他
　弁当も配達しています。
● 問い合わせ
　船引総合福祉センター
　(82-0600

エゴマ搾油所北部作業所

5月の稼働日…27日（日）

● 受付　午前 8 時 30 分～ 11 時 30 分
● 場所　北部作業所（船引町新舘）
● 問い合わせ　産業部 農林課(81-2511

開催日 催し（入場対象・入場料） 時間 問い合わせ

7（木） 田村市小学生芸術鑑賞教室（市内小学 5 ～ 6 年生・一般入場も可） 午前の部10:00
午後の部13:20 教育部 生涯学習課　(68-3113

10（日） 消防協会田村支部幹部大会（関係者） 13:00 市民部 生活環境課　(81-2272
14（木） 親と子の交通安全ミュージカル（ＪＡたむら管内の幼稚園年長児童） 10:00 JA たむら共済課　(82-6181

16（土） 田村市少年の主張大会船引支部大会（無料） 13:30 市青少年健全育成市民会議船引支部
（事務局…船引公民館　(82-1133）

24（日） 平成 24 年度田村市文化協会「田村市文化祭（芸能発表会）」（無料） 9:30 教育部 生涯学習課　(68-3113
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